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平成３０年２月徳島県後期高齢者医療広域連合議会定例会会議録 

 

１ 徳島県後期高齢者医療広域連合告示第１号 

平成３０年２月徳島県後期高齢者医療広域連合議会定例会を次のとおり招集する。 

平成３０年２月７日 

徳島県後期高齢者医療広域連合長 遠 藤 彰 良 

⑴ 期日 平成３０年２月１５日 

⑵ 場所 徳島市川内町平石若松７８番地１ 徳島県国保会館３階研修室 

 

２ 平成３０年２月１５日（木）午後１時３０分開会 

 

３ 出席議員は，次のとおりである。 

１番 須 見 矩 明     ２番 梶 原 一 哉 

４番 北 野 恒 男     ５番 住 友 進 一 

６番 川真田 哲 哉     ９番 山 子 凱 雄 

１１番 花 本   靖    １２番 岩 城 福 治 

１３番 梶 野 利 男    １４番 細 井 成 富 

１５番 坂 口 博 文    １６番 影 治 信 良 

１７番 福 井 雅 彦    １８番 前 田   惠 

１９番 藤 枝 善 則    ２０番 伊 勢 政 二 

２１番 永 濵 茂 樹    ２２番 玉 井 孝 治 

２３番 鈴 木 幸 三    ２４番 小 坂 重 夫 

２５番 横 関 道 恵 

 

４ 欠席議員は，次のとおりである。 

３番 秋 岡 芳 郎     ７番 藤 井 正 助 

８番 久保田 哲 生 

 

５ 説明のため出席した者の職氏名は，次のとおりである。 

広域連合長    遠 藤 彰 良   副広域連合長   泉   理 彦 

監査委員     浜 渕 一 男 

事務局長     松 平 芳 典   総務課長     髙 島 浩 規 

事業課長     仲   英 樹   事業課主査兼係長 矢 野 友 子  

事業課主査兼係長 森 北 晃 示   事業課係長    坂 東 拓 也 

 

６ 職務のため出席した職員の職氏名は，次のとおりである。 

総務課課長補佐  松 岡 秀 美   総務課主査兼係長 工 藤 聖 隆 

 

７ 議事日程（第１号） 

第１  会議録署名議員の指名について 
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第２  会期の決定について 

第３  新たに選出された議員の議席の指定について 

第４  同意第１号  徳島県後期高齢者医療広域連合副広域連合長の選任について 

第５  議案第１号  平成３０年度徳島県後期高齢者医療広域連合一般会計予算に

ついて 

    議案第２号  平成３０年度徳島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療

特別会計予算について 

      議案第３号  徳島県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一 

部を改正する条例について 

      議案第４号  徳島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例 

の一部を改正する条例について 

      議案第５号  徳島県後期高齢者医療広域連合第３次広域計画の策定につい 

て 

 

８ 会議に付した事件 

日 程 第 １ 会議録署名議員の指名について 

日 程 第 ２ 会期の決定について 

日 程 第 ３ 新たに選出された議員の議席の指定について 

日 程 第 ４ 同意第１号 

日 程 第 ５ 議案第１号から議案第５号まで 

追加日程第１ 副議長の辞職許可について 

追加日程第２ 副議長の選挙について 
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（午後１時３０分開会） 

○議長（須見矩明君） 

ただいまから，平成３０年２月徳島県後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会いたし

ます。 

広域連合長から，招集の挨拶があります。 

 

○議長（須見矩明君） 

連合長 

 

○広域連合長（遠藤彰良君） 

平成３０年２月定例会の開会に当たりまして，一言御挨拶を申し上げます。 

本日，徳島県後期高齢者医療広域連合議会定例会を招集いたしましたところ，議員各位

におかれましては，大変お忙しい中，御出席を賜りまして，誠にありがとうございます。 

後期高齢者医療制度につきましては，平成２０年の制度開始から，はや１０年が経過し

ようとしております。これまで，議員の皆様方には御理解，御協力を賜りましたことに厚

く御礼を申し上げるとともに，今後におきましても引き続き御協力をお願い申し上げます。 

さて，広域連合では被保険者の方々が安心して医療サービスを受けられるよう事業運営

を行ってまいりました。 

しかしながら，本県では，総人口が減少する一方，高齢化の進展に伴いまして，７５歳

以上の人口が増加し，それに伴い被保険者数も年々増加しております。また，疾病構造の

変化や医療の高度化により，後期高齢者に係る医療費も増加しております。 

このような状況の中，本年は２年ごとに改定されます保険料率の改定の年となっており

ます。医療費の増加等によりまして保険料率の引き上げを余儀なくされている状況ではご

ざいますが，可能な限り被保険者の負担を抑制することとしており，関係条例の改正議案

を提案いたしております。 

今後とも，高齢者が安心して暮らせることができるよう，引き続き医療費の適正化及び

健全な財政運営に努めてまいりますので，議員各位の御協力を賜りますようお願い申し上

げます。 

なお，今定例会には，副広域連合長の選任同意をはじめ，平成３０年度一般会計予算な

ど，予算議案２件，条例等議案３件を提出しておりますので，御審議を賜りますようお願

い申し上げまして，招集の御挨拶といたします。 

 

○議長（須見矩明君） 

これより，本日の会議を開きます。日程に先立ち，諸般の報告をいたします。 

まず，議員の辞職について御報告申し上げます。鳴門市選出の山根巌議員，阿南市選出

の星加美保議員，神山町選出の後藤正和議員及び藍住町選出の平石賢治議員におかれまし

ては，これまで徳島県後期高齢者医療広域連合議会議員として御尽力をいただきましたが，

閉会中に選挙母体であります各市町におかれまして，辞職又は任期満了等により離職され

ております。ここに，改めまして，辞職及び離職されました議員の皆様方の御尽力に対し

まして感謝を申し上げ，御報告とさせていただきます。 
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次に，このほど鳴門市議会議長，阿南市議会議長，神山町議会議長及び藍住町議会議長

から，広域連合議会議員選出の通知があり，これを受理しております。 

次に，監査委員から，昨年８月から本年１月までに実施した例月出納検査及び定期監査

の結果について，議長宛てに，報告書が提出されております。 

次に，陳情の受理について報告いたします。今定例会において受理しております陳情は，

配布の１件でございます。以上，御報告申し上げます。 

次に，本日の議事日程につきましては，お手元に配布のとおりであります。 

 

○議長（須見矩明君） 

なお，本日の会議に欠席の届出のありました方は，３番秋岡芳郎君，７番藤井正助君，

８番久保田哲生君，以上であります。 

 

○議長（須見矩明君） 

それでは，日程第１会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は，徳島県後期高齢者医療広域連合議会会議規則第７６条の規定により，

５番住友進一君，１９番藤枝善則君のお二人を指名いたします。 

 

○議長（須見矩明君） 

次に，日程第２会期の決定についてを議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は，本日１日間といたしたいと思いますが，これに

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，会期は本日１日間と決定をいたしました。 

 

○議長（須見矩明君） 

次に，日程第３新たに選出された議員の議席の指定を行います。 

なお，この度，本広域連合議会議員に選出されました方は，鳴門市から秋岡芳郎君，阿

南市から住友進一君，神山町から細井成富君，藍住町から永濵茂樹君。以上であります。 

新たに選出されました議員の議席については，会議規則第４条の規定により，ただいま

着席のとおり指定いたします。 

 

○議長（須見矩明君） 

次に，日程第４，同意第１号徳島県後期高齢者医療広域連合副広域連合長の選任につい

てを，議題といたします。提出者の説明を求めます。 

 

○議長（須見矩明君） 

連合長 
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○広域連合長（遠藤彰良君） 

 ただいま，御提案いたしました徳島県後期高齢者医療広域連合副広域連合長の選任につ

いて，御説明申し上げます。 

本案は，徳島県後期高齢者医療広域連合規約第１１条第１項及び第１２条第５項の規定

に基づき，徳島県町村会会長，後藤正和氏の副広域連合長への選任について，御同意をお

願いするものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

○議長（須見矩明君） 

お諮りいたします。本案については，成規の手続を省略し，直ちに採決したいと思いま

すが，これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，本案については，成規の手続を省略し，直ちに採決す

ることに決定いたしました。 

お諮りいたします。本案については，原案のとおり同意することに，御異議ありません

か。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって同意第１号徳島県後期高齢者医療広域連合副広域連合長

の選任については，原案のとおり同意することに決定いたしました。 

ここで，ただいま選任されました，副広域連合長の出席を求めることにいたします。 

 

（副広域連合長後藤正和君入場） 

 

○議長（須見矩明君） 

副広域連合長から，御挨拶があります。 

 

○議長（須見矩明君） 

 後藤正和君 

 

○副広域連合長（後藤正和君） 

皆さんこんにちは。神山町長の後藤正和と申します。ただいま，副広域連合長の選任に

御同意をいただきまして，誠にありがとうございます。遠藤広域連合長とともに，今後と

も国の動向を注視しながら，県内市町村との連携の強化を図り，現行制度の円滑かつ効率

的な運営に努めてまいりたいと考えております。議員の皆様方におかれましては，なお一

層の御指導，御協力を賜りますよう，お願い申し上げまして，就任の御挨拶とさせていた
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だきます。ありがとうございました。 

 

     （拍手） 

 

○議長（須見矩明君） 

次に，日程第５，議案第１号平成３０年度徳島県後期高齢者医療広域連合一般会計予算

についてから，議案第５号徳島県後期高齢者医療広域連合第３次広域計画の策定について

を一括して議題といたします。以上５件の提案理由について，事務局の説明を求めます。 

 

     （２１番 永濵茂樹君入場 13:40） 

 

○議長（須見矩明君） 

事務局長 

 

○事務局長（松平芳典君） 

 議案第１号から議案第５号までについて，順次，御説明をさせていただきます。恐れ入

りますが，資料②の予算議案の３ページをお願いいたします。 

議案第１号平成３０年度徳島県後期高齢者医療広域連合の一般会計予算は，次に定める

ところによるものでございます。歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１億４，５５

９万９，０００円と定めるものであります。歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は，第１表歳入歳出予算によるものでございます。 

４ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算のうち，歳入につきましては，款１

分担金及び負担金，項１負担金１億４，５４５万４，０００円，款２国庫支出金，項１国

庫補助金１４万円，款３財産収入，項１財産運用収入３，０００円，款４繰入金，項１基

金繰入金１，０００円，款５諸収入，項１雑入１，０００円，歳入合計１億４，５５９万

９，０００円となっております。 

５ページをお願いいたします。歳出につきましては，款１議会費，項１議会費９３万５，

０００円，款２総務費，項１総務管理費１億４，２４７万５，０００円，同じく項２監査

委員費１８万６，０００円，款３諸支出金，項１基金費３，０００円，款４予備費，項１

予備費２００万円，歳出合計１億４，５５９万９，０００円となっております。予算の詳

細につきましては，先日の全員協議会で御説明させていただいたとおりでございます。 

次に，９ページをお願いいたします。 

議案第２号平成３０年度徳島県後期高齢者医療広域連合の後期高齢者医療特別会計の予算

は，次に定めるところによるものでございます。歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞ

れ１，２２４億１，０２２万２，０００円と定めるものであります。歳入歳出予算の款項

の区分及び当該区分ごとの金額は，第１表歳入歳出予算によるものでございます。 

一時借入金は，地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は２０億円と定めるものであります。歳出予算の流用は，地方自治法第２２０条第２

項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は，医

療給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経
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費の各項の間で流用するときとするものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算のうち，歳入につきましては，款

１市町村支出金，項１市町村負担金２０６億１，８４３万９，０００円，款２国庫支出金，

項１国庫負担金２９７億９，５１９万８，０００円，同じく項２国庫補助金１２２億７，

９９１万７，０００円，款３県支出金，項１県負担金１０２億６，８７３万２，０００円，

同じく項２県財政安定化基金支出金１億５，６００万円，款４支払基金交付金，項１支払

基金交付金４８７億５，３７１万２，０００円，款５特別高額医療費共同事業交付金，項

１特別高額医療費共同事業交付金２，５７２万円，款６財産収入，項１財産運用収入７万

７，０００円，款７繰入金，項１基金繰入金１，１４１万７，０００円，款８繰越金，次

の１１ページをお願いします，項１繰越金３億円，款９諸収入，項１延滞金，加算金及び

過料１１万９，０００円，同じく項２預金利子６９万円，同じく項３雑入２億２０万１，

０００円，歳入合計１，２２４億１，０２２万２，０００円となっております。 

１２ページをお願いいたします。歳出につきましては，款１総務費，項１総務管理費４

億５，９７０万６，０００円，款２医療給付費，項１療養諸費１，１５６億６，７６６万

１，０００円， 

同じく項２高額療養諸費５７億９２０万円，同じく項３その他医療給付費１億６，４００

万円，款３県財政安定化基金拠出金，項１県財政安定化基金拠出金５，０７６万１，００

０円，款４特別高額医療費共同事業拠出金，項１特別高額医療費共同事業拠出金２，７５

７万円， 

款５保健事業費，項１健康保持増進事業費１億１，６９４万６，０００円，款６基金積立

金，項１基金積立金１億５，９４１万１，０００円，款７公債費，項１公債費２１６万７，

０００円，款８諸支出金，次の１３ページをお願いします，項１償還金及び還付加算金２，

２８０万円，款９予備費，項１予備費３，０００万円，歳出合計１，２２４億１，０２２

万２，０００円となっております。 

なお，予算の詳細につきましては，先日の全員協議会で御説明させていただいたとおり

でございます。 

 続きまして，議案第３号から議案第５号までの条例等議案につきましては，資料⑤の条

例等議案概要説明書でご説明いたします。資料⑤の１ページをお願いいたします。議案第

３号徳島県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部改正について，お願い

するものでございます。改正の趣旨でございますが，平成２９年８月の人事院勧告に基づ

き，国家公務員の給与の改定が行われたことに伴い，広域連合職員の給与について所要の

改正を行うものでございます。改正の概要でございますが，勤勉手当の改正として，職員

及び再任用職員への支給割合を，それぞれ１００分の９０，１００分の４２．５とするも

のでございます。施行期日等については，公布の日から施行するものでございます。 

 次に，３ページをお願いいたします。議案第４号徳島県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療に関する条例の一部改正について，お願いするものでございます。改正の趣旨で

ございますが，平成３０年度及び平成３１年度の保険料率の改定，保険料の賦課限度額の

変更，並びに被保険者均等割保険料の軽減対象の拡充のため，また高齢者の医療の確保に

関する法律に，第５５条の２の規定が新設されることに伴い，国民健康保険の被保険者で，

住所地特例の適用を受けている者が，後期高齢者医療制度に加入した場合，住所地特例の
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適用を引き継ぎ，従前の住所地の後期高齢者医療広域連合の被保険者となる旨が規定され

るため，所要の改正を行うものであります。改正の概要でございますが，⑴保険料率の改

定については，平成３０年度及び平成３１年度の所得割率を１０．３４パーセント，被保

険者均等割額を５２，９１３円とする。⑵保険料の賦課限度額の変更については，保険料

の賦課限度額を５７万円から６２万円に変更する。⑶被保険者均等割保険料の軽減対象の

拡充については，５割軽減の拡大について，軽減対象となる所得基準額を２７万円から２

７万５，０００円に変更する。また，２割軽減の拡大について，軽減対象となる所得基準

額を４９万円から５０万円に変更する。⑷住所地特例の新設については，第２０条に規定

する保険料の納付について，法第５５条の２を追加するものであります。施行期日は平成

３０年４月１日とするものでございます。 

 経過措置でございます。４ページをお願いいたします。改正後の保険料の被保険者均等

割保険料の軽減対象の規定は，平成３０年度以後の年度分の保険料について適用し，平成

２９年度分までの保険料については，なお従前の例によるものであります。 

次に，１１ページをお願いいたします。議案第５号徳島県後期高齢者医療広域連合第３

次広域計画の策定についてお諮りするものでございます。第３次広域計画は，地方自治法

に基づいて作成された現行の広域計画が，本年度末で期間満了となるため策定するもので

あり，後期高齢者医療制度を取り巻く現状に加え，新たに生じた課題にも取り組むため，

平成３０年度から３５年度までの取組の基本方針及び広域連合と市町村が役割を分担し，

連絡調整を図りながら処理する事項等について定めるものでございます。詳細につきまし

ては，先日の全員協議会で御説明申し上げたとおりでございます。 

 議案の説明については，以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○議長（須見矩明君） 

以上で提案理由の説明は終わりました。 

 

○議長（須見矩明君） 

これより，質疑及び一般質問に入ります。質疑及び一般質問の通告がありましたのは，

１名であります。通告者の発言を許します。 

 ９番山子凱雄君 

 

〇９番（山子凱雄君） 

議長のお許しをいただきましたので，質問をさせていただきます。私，三好市議会の山

子でございます。よろしくお願いいたします。三好市議会議員は，４月１日告示の選挙が

ございますので，私はその選挙でどうなるかということでありますけれども，おそらく広

域連合議会には今後関わることはないと，このように思っておりますので，これを機会に

勉強ということで，質問をさせていただきますので，理事者の皆さん方の簡潔にして明確

な答弁をお願いしたいと思います。 

それでは質問に入らせていただきますけれども，今も説明ございました，第３次の広域

計画でありますけれども，私は第２次の広域計画を少し検証しながら，第３次計画につい

ても具体的にお伺いしたいと思っています。第３次の広域計画策定については，５号議案
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で今言ったとおり，全協で既に説明を受けておりますけれども，敢えてお伺いいたします

が，広域計画は，地方治法２９１条の７に基づき，議会の議決を経て，作成または変更，

あるいは，広域連合長は市町村に対し，広域計画実施に必要な措置を講ずべき勧告を行う

ことができるとこうなっております。議決事項重要案件であると認識をしております。 

高齢者の医療制度を少し振り返ってみますと，１９８３年，昭和５８年に老人保健法に

基づき，老人医療費を公平負担するため，老人保健制度が施行され，公費と各医療保険及

び高齢者の一部負担を以て運営され，２５年を経過，法改正で平成２０年４月から，後期

高齢者医療制度が施行されたわけでありますけれども，既に１０年を経過して，定着した

と，このように言えるかと思います。 

しかし，近年の７５歳以上の人口が増加する中で，後期高齢者医療給付費の抑制は，介

護保険給付費とともに各自治体の課題であり，現役世代の高齢者支援金の負担は大きいと

言えると思います。そこで，これまでの第２次計画を検証しながら第３次計画を伺います

が， 

第２次計画，平成２５年から～２９年の５年間の高齢者数の推移及び総人口に占める割合，

過疎地における被保険者数は平成２５年をピークに減少しておりますけれども，どのよう

に捉えているか。また，期間中の一人当たり平均医療費の推移，医療費を押し上げた疾病

上位３位とは何か，医療費抑制のため，市町村と連携し予防の保健事業，健康診査受診率

向上など，具体的な取組とその成果を伺うものであります。また，健全な財政運営を図る

ためには，市町村の役割として保険料徴収率の向上を図ることがありますけれども，直近

３か年の徴収率と不納欠損処理状況を伺うものであります。 

以上まず御答弁をいただいて，次の質問に移らせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 

○議長（須見矩明君） 

事務局長 

 

○事務局長（松平芳典君） 

 山子議員のご質問に，順次ご答弁申し上げます。 

まず，第２次広域計画期間での後期高齢者数の推移，及び県人口に占める割合でござい

ますが，平成２８年度までの各年度末におきまして，平成２５年度は１１万９，７４９人

で１５．６５％，平成２６年度は１２万２２８人で１５．８４％，平成２７年度は１２万

１，３５７人で１６．１５％，平成２８年度は１２万３，３０５人で１６．５５％と，緩

やかに伸び続けております。 

次に，過疎自治体における被保険者数の減少についてでございますが，議員御質問のよ

うに，当広域連合管内では，県西部，県南部等において被保険者数に減少傾向が見られま

すが，同地域では人口も減少していることから高齢化率も上昇しており，今後は，都市部

における被保険者数の増加により，全体数も増加するものと推測しております。 

次に，被保険者一人当たりの平均医療費の推移と，医療費を押し上げた疾病上位３位で

ございますが，一人当たりの平均医療費につきましては，当広域連合の事業状況報告の確

定値で，現在集計が終わっている平成２７年度まででは，平成２５年度は９８万９，５０
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１円，平成２６年度は１００万３，６６７円，平成２７年度は１０２万５，３６３円であ

り，平成２５年度から平成２８年度の間における，医療給付費の高額な疾病は順に，筋骨

格系及び結合組織の疾患，慢性腎不全，がん，となっており，各年度とも同様でございま

す。 

なお，筋骨格系及び結合組織の疾患とは，主に骨折や脊柱障害及び関節症を指しており

ます。また慢性腎不全は，透析の有無を含めた慢性腎不全及び糖尿病を含んだ数字となっ

ております。 

このような中，当広域連合では高齢者の健康保持増進，生活習慣病の早期発見等を目的

とした，保健事業実施計画，データヘルス計画を策定し，健康診査，歯科健診，重複頻回

受診者訪問指導業務等の事業を行ってまいりました。 

健康診査事業は，生活習慣病等で治療を受けていない方及び長期入院や施設入所をされ

ていない方を対象とし，受診率は，当広域連合における各年度末の数字で，平成２５年度

は２３．５％，平成２６年度は２６．７％，平成２７年度及び平成２８年度は２８．３％

となっておりまして，３年間で４．８ポイント増と順調に伸びており，これは，各市町村

において健康診査事業の広報等を行うことにより，年々事業への認識が高まってきたため

と考えております。また，今年度は受診対象者に，受診期間終了２ヶ月前の１１月初旬に，

更なる受診勧奨のため，勧奨通知を行っていただいた自治体もあり，さらに受診率は向上

するものと思われます。また，保健事業においては，国の特別調整交付金を活用し，市町

村が実施する健康相談，運動教室の利用，人間ドック等の事業への費用助成を実施し，対

応しているところでございます。 

次に，直近３カ年の保険料徴収率と不納欠損処理状況でございますが，徴収率につきま

しては，平成２６年度は９９．１７％，平成２７年度は９９．１９％，平成２８年度は９

９．１２％であり，不納欠損処理状況については，平成２６年度は１，４２２件で１，４

８６万５，０００円，平成２７年度は，１，４４３件で１，３９１万４，０００円，平成

２８年度は，１，６０９件で１，９８２万７，０００円となっております。 

以上でございます。 

 

○議長（須見矩明君） 

 ９番山子凱雄君 

 

〇９番（山子凱雄君） 

それぞれ御答弁いただきました。ありがとうございました。それでは，少し御答弁いた

だいた中身について検証しながら，お伺いしたいと思いますけれども，後期高齢者の財政

負担でありますけれど，これは申すまでもなく公費５０％ということで，国６分の４，都

道府県６分の１，市町村６分の１ということで，各医療機関，いわゆる市町村国保であっ

たり，あるいは健保であったり，あるいは共済等々からのそうしたものの社会保険の人か

ら４割，あと受給者の負担が１割ということで，こういうことで負担区分になっておりま

すけども，今答弁の中にありました医療費でありますけれども，各市町村の負担，各町村

の医療費の中身を見てみますと，一番低いのが，申し上げるのもどうかと思いますけれど

も，上勝町でありますけれども，これは８５万までということであります。一番高いのは，
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申し上げませんが，市町村は申し上げませんけれども，１１７万ということで，非常に大

きな格差があるわけでありますけれども，そうした中で，この市町村の格差をどのように

埋め合わせをしておるのか，こういうことでありますけれども，いろいろ総額に応じた応

分の負担というものはどういうふうな算出で求めておるのか，このことをお伺いしたいと

思います。それから，健康診査の受診率についてもございましたけれども，私は健康診査

受診率の中身を見ますと，生活習慣病に入っていない，そういうんに入っていない，ある

いは長期の入院をされていない，あるいは施設入所になっていない，こういう方を対象に

して，受診，健康の診査を受けてくださいということで，そういうふうな通知がなされて

おると思うんですけれども，そうした中で言うには，答弁のあったパーセンテージという

ものは，私からすると少し，あまり高いとは言えないと思うんですけれども，しかし比較

するもの，全国の平均であったり，あるいは特定する広域連合との比較した場合に，本徳

島県の広域連合の受診率というものが，この３０％を少し切っておりますけれども，こう

したものがどうなのかという，このことについてお伺いをしておきたいと思います。それ

から，不納欠損処理については，件数を，不納欠損額を件数で除した場合には，１件当た

りの不能欠損額というものは，１万２，０００円，２８年度ではありますが，で申します

と１万２，０００円程度になるかと思いますけれども，そのことについて，その欠損処理

の中身というものはどのような理由かということで，お尋ねをしたいと思います。 

次に３次の広域計画でありますけれども，３次の広域計画を立てるに当たっては，これ

は何と言っても社人研，国立の社人研の人口推移というものを見ながらとか，本広域連合

のこれまでの実績等を勘案しながら，第３次計画というものを立てておると思うんであり

ますけれども，この高齢者の推移，これからの向こう６年間の高齢者の推移であるとか，

あるいは一人当たりの平均医療費の推測，あるいは，この第３次計画における健康増進の

取組，新しい保健事業等々が計画されておれば，具体的にどういった取組をなされるのか，

相談や市町村との連携，そういったものについてのお伺いをしたいと思います。以上，よ

ろしくお願いします。 

 

○事務局長（松平芳典君） 

 山子議員のご再問に，順次御答弁申し上げます。 

まず，一人当たりの医療費と各市町村における療養給付費負担金の考え方についてでござ

いますが，前期高齢者交付金及び後期高齢者医療の国庫負担金の算定等に関する政令第９

条の規定に基づきまして，各市町村には，それぞれの市町村において対象となる医療給付

費等の実績額の１２分の１を，それぞれ負担していただくこととなっております。 

次に，健康診査受診率につきましては，厚生労働省の集計によりますと，平成２７年度

の全国平均は，平成２８年４月１日現在で２７．６％でございます。当広域連合は２８．

３％でございますので，ほぼ全国平均と同等となっております。今後も引き続き，受診率

向上に向けた効果的な取組を行うため，受診率の高い広域連合などを参考に，各市町村に

も情報提供を行いまして，御協力をいただきながら取り組みたいと考えております。 

次に，不納欠損の事由につきましては，高齢者の医療の確保に関する法律第１６０条第

１項に規定されております，時効の完成による徴収権の消滅によるものでございます。 

次に，第３次計画期間中の後期高齢者数等についての御質問に答弁申し上げます。 
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当広域連合では，徳島県の年齢別人口推計及び当広域連合のこれまでの実績を基に，平

成３０年度から平成３５年度の後期高齢者医療被保険者数の推移を独自推計しております。

それによりますと，平成３２年度には一旦減少が見られますが，平成３３年度以降は増加

傾向に転じ，特に団塊の世代が７５歳を迎え始める平成３４年度以降は，この傾向が強く

なるものと思われます。第３次計画期間における被保険者数の増加に伴いまして，医療費

全体については増加する傾向にあると思われますが，一人当たりの平均医療費につきまし

ては，医療技術の進展や診療報酬，薬価基準の見直し等により左右されるものであると考

えております。 

次に，今後，市町村と連携しました医療費適正化や保健事業に対する取組といたしまし

ては，平成３０年度から徳島県保険者協議会のデータヘルス推進事業に参加しまして，各

市町村の保健師の協力の下，重症化予防対策事業に取り組む予定となっております。各市

町村には，広域連合から健康・医療情報を提供いたしまして，地域の疾病構造や健康課題

を把握していただき，広域連合と連携を図り，保健事業の企画，実施，評価を行ってまい

りたいと考えております。以上でございます。 

 

○議長（須見矩明君） 

 ９番山子凱雄君 

 

〇９番（山子凱雄君） 

 第３次計画に答弁いただきましてありがとうございました。社会保障の三本柱，いわゆ

る医療，介護，年金，これら３つでありますけれども，今や医療と介護，これが大きな金

額的な大きな問題でありますけれども，やはり自然増，国においても一兆円という自然増

を，これをどう抑制するかということで，非常に頭を痛めておると思いますけれども，市

町村の国保はこの４月から県下一つになっての運営がなされるということになると思いま

す。また全国の後期高齢者の被保険者数を見てみますと，今や２８年度末で１，６５０万

人，医療費総額が１５兆４，０００億円ということでありますけれども，また介護保険制

度がスタートしてからもう既に１８年，第７期の計画に入っておりますけれども，介護保

険の被保険者数が３，３８０万人，給付総額が，いわゆる介護保険の給付総額が９兆１，

０００億円という膨大な数字であります。やはりこうした介護の給付，介護と医療保険と

いう，これをどのように今後抑制していくかということでありますけれども，本広域連合

におきましても，市町村と連携をして，そして運営に当たらなければならないのでありま

すけれども，市町村は市町村の役割があるから，それは財源の確保であったり，あるいは

高齢者の保護のための，広域連合としてのなすべきことがいろいろあるわけですけれども，

全体の答弁ございましたけれども，やはりますます全体が高齢化していく中で，大きな課

題を抱えながらでありますけれども，今後の広域連合の一層の取組を期待するとともに，

よろしくお願いを申し上げる次第でございます。以上を申し上げまして，時間はまだあり

ますけれども，終わらせていただきます。ありがとうございました。 

 

○議長（須見矩明君） 

以上で通告による発言は終結いたしました。これをもって，質疑及び一般質問を終結い
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たします。 

 

○議長（須見矩明君） 

これより，討論に入ります。討論はありませんか。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

討論なしと認め，討論を終結いたします。 

 

○議長（須見矩明君） 

これより，順次，採決をいたします。なお，採決は，起立によって行います。 

 

○議長（須見矩明君） 

お諮りいたします。まず，議案第１号について，原案どおり可決することに賛成の方は，

御起立願います。 

 

（賛成者起立） 

○議長（須見矩明君） 

起立多数であります。よって，議案第１号については，原案どおり可決されました。 

 

○議長（須見矩明君） 

次に，議案第２号について，原案どおり可決することに賛成の方は，御起立願います。 

 

（賛成者起立） 

 

○議長（須見矩明君） 

起立多数であります。よって，議案第２号については，原案どおり可決されました。 

 

○議長（須見矩明君） 

次に，議案第３号について，原案どおり可決することに賛成の方は，御起立願います。 

 

（賛成者起立） 

 

○議長（須見矩明君） 

起立多数であります。よって，議案第３号については，原案どおり可決されました。 

 

○議長（須見矩明君） 

次に，議案第４号について，原案どおり可決することに賛成の方は，御起立願います。 
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（賛成者起立） 

 

○議長（須見矩明君） 

起立多数であります。よって，議案第４号については，原案どおり可決されました。 

 

○議長（須見矩明君） 

次に，議案第５号について，原案どおり可決することに賛成の方は，御起立願います。 

 

（賛成者起立） 

 

○議長（須見矩明君） 

起立多数であります。よって，議案第５号については，原案どおり可決されました。 

 

（坂口博文君退場） 

 

○議長（須見矩明君） 

この際，日程追加について，お諮りいたします。副議長坂口博文君から，副議長の辞職

願が提出されておりますので，副議長の辞職許可についてを，日程に追加し，議題といた

したいと思います。これに，御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，この際，副議長の辞職許可についてを，日程に追加し，

議題とすることに決定いたしました。副議長の辞職許可についてを，議題といたします。 

それでは，まず，辞職願を事務局長に朗読させます。 

 

○議長（須見矩明君） 

事務局長 

 

○事務局長（松平芳典君） 

 朗読いたします。 

                                         

平成３０年２月１５日 

徳島県後期高齢者医療広域連合議会議長 須見矩明 殿 

徳島県後期高齢者医療広域連合議会 

副議長 坂口博文      

辞    職    願 

 このたび，一身上の都合により副議長を辞職したいので許可されるよう願い出ます。 
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以上でございます。 

 

○議長（須見矩明君） 

お諮りいたします。坂口博文君の副議長の辞職を許可することに，御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，坂口博文君の副議長の辞職を許可することに決定いた

しました。 

 

（坂口博文君入場） 

 

○議長（須見矩明君） 

ただいま，副議長を辞職されました坂口博文君から，御挨拶があります。 

 

○議長（須見矩明君） 

坂口博文君 

 

○１５番（坂口博文君） 

 那賀町長の坂口でございます。この度，副議長を辞職するに当たりまして，一言御挨拶

を申し上げます。 

私は，一昨年の２月議会におきまして，皆様方の御支持を賜り，副議長の要職に就かせ

ていただきました。以来２年間，その職責を果たすことができました。これも，ひとえに

議員の皆様方の御協力の賜物でございます。心から厚く御礼を申し上げます。ありがとう

ございました。 

これまでの貴重な経験を生かしまして，これからも一議員として，微力を尽くしてまい

りたいと思いますので，変わらぬ御指導をお願いを申し上げまして，退任の御挨拶といた

します。大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

（拍手） 

 

○議長（須見矩明君） 

ただいま，副議長が欠員となりました。お諮りいたします。この際，副議長の選挙を日

程に追加し，選挙を行いたいと思います。これに，御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，この際，副議長の選挙を日程に追加し，選挙を行いま
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す。 

お諮りいたします。副議長選挙の方法は，地方自治法第１１８条第２項の規定により，

指名推選により，行いたいと思いますが，これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，副議長選挙の方法は，指名推選で行うことに決定いた

しました。 

お諮りいたします。指名の方法につきましては，議長において，指名いたしたいと思い

ますが，これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，議長において指名することに決定いたしました。 

それでは，徳島県後期高齢者医療広域連合議会副議長に影治信良君を指名いたします。 

お諮りいたします。ただいま，指名いたしました影治信良君を，徳島県後期高齢者医療

広域連合議会副議長の当選人と定めることに，御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，影治信良君が徳島県後期高齢者医療広域連合議会副議

長に当選されました。 

 

○議長（須見矩明君） 

ただいま，副議長に当選されました影治信良君が議場におられますので，本席から会議

規則第３２条第２項の規定により，当選の告知をいたします。 

副議長に当選されました影治信良君から御挨拶があります。 

 

○議長（須見矩明君） 

 影治信良君 

 

○１６番（影治信良君） 

 副議長の就任に当たりまして，一言御挨拶を申し上げたいと思います。 

ただいま，皆様方の御支持を賜りまして，副議長の要職に就かせていただくことになりま

した，美波町選出の影治信良と申します。微力ではございますが，議長の補佐役として，

広域連合議会の円滑な運営が図られますよう，その責務を全うしてまいりたいと考えてお

ります。今後とも，皆様方の御支援，また御協力をよろしくお願いを申し上げまして，副
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議長就任に当たっての挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

（拍手） 

 

○議長（須見矩明君） 

この際，お諮りいたします。本定例会において議決されました案件について，その条項，

字句，数字その他整理を要するものについては，会議規則第４０条の規定により，その整

理を議長に委任願いたいと思います。これに，御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（須見矩明君） 

御異議なしと認めます。よって，本定例会において議決された案件について，その条項，

字句，数字その他整理を要するものについては，これを議長に委任することに決定いたし

ました。 

 

○議長（須見矩明君） 

以上をもって，本定例会に付議されました案件は，全て議了いたしました。 

 

○議長（須見矩明君） 

閉会前に広域連合長から挨拶があります。 

 

○議長（須見矩明君） 

連合長 

 

○広域連合長（遠藤彰良君） 

閉会に当たりまして，一言御挨拶を申し上げます。 

本日の定例会におきましては，御提案申し上げました議案につきまして，御審議を賜り，

いずれも原案どおり可決をいただきましたことに，厚く御礼を申し上げます。開会の挨拶

でも申し上げましたとおり，当広域連合では，今後も高齢者の皆様が，不安を持つことな

く安心して医療サービスを受けられるよう，安定かつ円滑な制度運営に向けて業務を行っ

てまいりたいと存じますので，引き続き議員の皆様の御指導，御協力を賜りますようにお

願い申し上げまして，閉会の挨拶とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 

 

○議長（須見矩明君） 

これをもって，平成３０年２月徳島県後期高齢者医療広域連合議会定例会を閉会いたし

ます。 

（午後２時２４分閉会） 
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